体　育　科　

◎第３学年及び第４学年の目標
１．学年目標

（１）活動を工夫して各種の運動を楽しくできるようにするとともに、その基本的な動きや技能を身に付け、体力を養う。

（２）協力、公正などの態度を育てるとともに、健康・安全に留意し、最後まで努力して運動する態度を育てる。
（３）健康な生活及び体の発育・発達について理解できるようにし、身近な生活において健康で安全な生活を営む資質や能力を育てる。
２．評価の観点の趣旨
	運動や健康・安全への
関心・意欲・態度
	運動や健康・安全についての
思考・判断
	運　動　の　技　能
	健康・安全についての知識・理解

	・約束やきまりを守り、互いに協力し健康・安全に気を付けて、最後まで楽しく運動しようとする。

・健康な生活について関心をもち意欲的に学習に取り組もうする。
	・運動の特性に応じためあてに向かって、運動の仕方を考え工夫することができる。

・健康な生活について，課題の解決を目指して実践的に考え，判断し，それらを表している。
	・運動の特性に応じた技能を身に付けることができる。


	・毎日の生活と健康との関わりについて、基礎的な事項を理解できる。




（体３・４年－１）
◎内容のまとまりごとの評価基準
	
	運動や健康・安全への関心・意欲・態度
	運動や健康・安全についての思考・判断
	運　動　の　技　能
	健康・安全についての知識・理解

	Ａ　体つくり
運動
	体つくり運動に進んで取り組むとともに，きまりを守り，仲よく運動をしようとしたり，運動をする場や用具の安全を確かめようとしたりする。
	運動のねらいに合った課題を持ち、体つくりのための運動の行い方を工夫している。
	多様な動きをつくる運動を楽しく行うための体の基本的な動きやそれらを組み合わせた動き、各種の運動の基礎となるよい動きを身に付けている。
	

	Ｂ 器械運動
	器械運動の楽しさや喜びに触れることができるよう，進んで取り組むとともに，きまりを守り仲よく運動をしようとしたり，運動する場や器械・器具の安全を確かめようとしたりする。
	自分の力に合った課題をもち，技ができるようにするための運動の行い方を工夫している。
	器械運動の基本的な技を身に付けている。
	

	Ｃ 走・跳の
運動
	走・跳の運動に進んで取り組むとともに，きまりを守り勝敗を受け入れて仲よく運動をしようとしたり，運動する場や用具の安全を確かめようとしたりする。
	自分の力に合った課題をもち，動きを身に付けるための運動の行い方や競争(争)の仕方を工夫している。
	走・跳の運動を楽しく行うための基本的な動きや各種の運動の基礎となるよい動きを身に付けている。
	

	Ｄ 浮く・

泳ぐ運動
	浮く・泳ぐ運動に進んで取り組むとともに，仲よく運動をしようとしたり，水泳の心得を守って安全を確かめようとしたりする。
	自分の力に合った課題をもち，動きを身に付けるための運動の行い方を工夫している。
	浮く・泳ぐ運動を楽しく行うための基本的な動きや各種の運動の基礎となるよい動きを身に付けている。
	

	Ｅ ゲーム
	ゲームに進んで取り組むとともに，規則を守り勝敗を受け入れて仲よく運動しようとしたり，運動する場や用具の安全を確かめようとしたりしている。
	規則を工夫したり，ゲームの型に応じた簡単な作戦を立てたりしている。
	易しいゲームを楽しく行うための基本的なボール操作や簡単な動きを身に付けている。
	

	Ｆ
表現運動
	表現運動の楽しさや喜びに触れることができるよう，進んで取り組むとともに，だれとでも仲よく運動をしようとしたり，運動する場の安全を確かめようとしたりする。
	自分の力に合った課題をもち，練習や発表の仕方を工夫している。
	表したい感じを表現したりリズムの特徴をとらえたりして踊るための動きを身に付けている。
	

	Ｇ  保  健
	・健康な生活について関心をもち学習活動に意欲的に取り組もうとする。

・体の発育・発達について関心をもち，学習活動に意欲的に取り組もうとする。
	・健康な生活について，課題の解決を目指して，知識を活用した学習活動などにより，実践的に考え，判断し，それらを表している。

・体の発育・発達について，課題の解決を目指して，知識を活用した学習活動などにより，実践的に考え，判断し，それらを表している。
	
	健康の状態，１日の生活の仕方，身の回りの環境について，課題の解決に役立つ基礎的な事項を理解している。

・体の年齢に伴う変化や個人差，思春期の体の変化，よりよく発思春期の体の変化，よりよく発育・発達させるための生活について，課題の解決に役立つ基礎的な事項を理解している。


（体３・４年－２）
